
第６学年 体育科学習指導案 

○○年○○月○○日（○） ○校時   

○○市立○○小学校 体育館       

                     ６年○組 ○○名     

                     指導者  ○○ ○○ 

 

１ 領 域   ボール運動 ゴール型（バスケットボールを基にした簡易化されたゲーム） 

２ 題材名   「めざせパーフェクトゴール！〜○○ラインバスケット！〜」 

３ 単元の目標 

・ボール操作とボールを持たないときの動きによって、簡易化されたゲームをすることが

できるようにする。                        （知識及び技能） 

・ルールを工夫したり、自己やチームの特徴に応じた作戦を選んだりするとともに、自己

や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにする。 

（思考力、判断力、表現力等） 

・運動に積極的に取り組み、ルールを守り助け合って運動をしたり、勝敗を受け入れた

り、仲間の考えや取組を認めたり、場や用具の安全に気を配ったりすることできるよう

にする。                      （学びに向かう力、人間性等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 指導について 

教材観→一般的特性（指導者から見た効果的特性）、児童から見た特性（運動を学ぶ意

義、系統性）等を記述し、学習内容のとらえ方を明らかにする。 

児童観→児童の日頃の体育に関する様子や、これまでの学習状況、本単元に関わる各観点

の習熟状況、課題、事前アンケートの結果等を記述し、児童のレディネスを把握

する。 

指導観→指導者の領域や単元のとらえ方、予定している学習過程、具体的な指導内容、工

夫等を記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元の目標 

・学習指導要領の目標及び内容、学習指導要領解説等を踏まえて作成する。 

・運動領域は（知識及び技能）→（思考力、判断力、表現力等）→（学びに向かう力、人間性

等）の順で表記する。 

※体つくり運動は（知識及び運動）→（思考力、判断力、表現力等）→（学びに向かう力、

人間性等） 

・児童の実態や学習状況等を踏まえて作成する。 

・文末は「～できるようにする。」と表記する。 

４ 指導について 

「教材観」「児童観」「指導観」の順で記述するが、文章のまとまりとして３つの観点が読み取

ることができれば、「教材観」「児童観」「指導観」を項目立てしなくてもよい。  

イ 指導計画例 ① 
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５ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①  ゴール型の行い方につい

て、言ったり書いたりし

ている。 

② 近くにいるフリーの味方

にパスを出したり、相手

に捕られない位置でドリ

ブルをしたりすることが

できる。 

③ 得点しやすい場所に移動

し、パスを受けてシュー

トをすることができる。 

④ ボール保持者とゴールの

間に体を入れて守備をす

ることができる 

①  自己やチームの特徴に応

じた作戦を選んでいる。  

② 課題の解決のために自己

や仲間の考えたことを友

達に伝えている。 

①  ルールやマナーを守り、

仲間と助け合おうとして

いる。 

②ゲームの勝敗を受け入れよ

うとしている。 

③ゲームや練習の中で互いの

動きを見合ったり、話し

合ったりする際に、仲間

の考えや取組を認めよう

としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 単元の評価規準について 

・学習指導要領解説及び「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（国立教育

政策研究所）の「学習評価に関する事例について」や「内容のまとまりごとの評価規準（例）」

等を参考にする。 

・評価規準の語尾は、「～できる」（技能）、「～している」（知識、思考・判断・表現、主体的に

学習に取り組む態度の「健康・安全」）、「～しようとしている」（主体的に学習に取り組む態度

の「健康・安全」以外）と表記する。 

・「知識・技能」については、知識の評価規準と技能の評価規準に分けて設定する。 

・「思考・判断・表現」については、「思考・判断」の評価規準と「表現」の評価規準に分けて設

定する。 

・「主体的に学習に取り組む態度」については、愛好的態度、公正・協力、責任・参画、共生、健

康・安全の各項目に分けて設定する。 

 また、上記表は例示として項目の全てを表記しているが、領域ごと、学期毎、年間を通して各

項目をバランスよく評価することができるように工夫して設定する。  

 例：ゴール型：愛好的態度、公正・協力、共生 

    ネット型：公正・協力、責任・参画、共生、健康・安全 

    ベースボール型：愛好的態度、責任・参画、健康・安全 

 

《学習評価の基本的な考え方》 

（１）児童生徒の学習改善につながるものにしていくこと 

（２）教師の指導改善につながるものにしていくこと 

（３）これまで慣行として行われてきたことでも、必要性・妥当性が認められないものは見直し

ていくこと 
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６ ２年間（第５・６学年）を見据えた学習計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年 

ゴール型（８時間）  ネット型（７時間） ベースボール型（７時間） 

《フラッグフットボール》 

・作戦カードを活用したゲーム 

《ソフトバレーボール》 

・キャッチあり 

《ティーボール》 

・ティー台にボールを置いて

バッティングを行うゲーム 

６年 

ゴール型（９時間）  ネット型（８時間） ベースボール型（６時間） 

《バスケットボール》 《ソフトバレーボール》 

・キャッチなしの三段攻撃 

《トスボール》 

・味方のトスからバッティン

グを行うゲーム 

６．２年間を見据えた学習計画について 

学校の実情に応じて、中学年のどちらか１年間で扱う場合と、２年間で扱う場合の計画例がある。

学校体育実技指導資料集等を参考に作成する。 

 

【指導計画の工夫の例】 

①ねらいをステージで分ける例         ②ねらいを前後半で分け繰り返す例 

 

 

 

 

 

③時間配分を変化させる例           ④前半と後半で構造を変化させる例 

 

 

 

 

 

ねらい① 

ねらい② 
ねらい① ねらい② 

ねらい② 
ねらい① 

ねらい③ 

ねらい① 

ねらい② 
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７ 指導と評価の計画（全８時間） 

時間 １ ２ ３ ４･５（本時） ６・７ ８・９ 

 １集合  

整列  

あいさつ 

２オリエンテー

ション 

・学習の進め方 

を知る 

・準備物、約束 

事、グループ 

の確認 

３場の準備 

４準備運動 

５試しの運動 

６学習のふり返り 

７整理運動 

８片付け 

９あいさつ 

１集合 整列 あいさつ  

２場の準備  

３準備運動 

４ドリルサーキット 

・ドリブルリレー  

・シュートゲーム 

・パスアンドゴー 

５めあての確認 

１集合 整列 あいさつ  

２場の準備  

３準備運動 

４めあての確認 

 ６タスクゲーム 

・スポットゲーム 

７メインゲーム 

・チーム内３対２ 

８学習のふり返り 

９整理運動 

10 片付け 

11あいさつ 

６タスクゲーム 

・チーム内３対２

（ラインマンあり） 

７メインゲーム 

・３対２ハーフ 

コートゲーム 

８学習の

ふ り 返 り 

９整理運動 

10 片付け 

11 あいさつ 

６タスクゲーム 

・チーム内３対２

（ラインマンあり） 

７メインゲーム 

・オールコート

ゲーム 

８学習の

ふ り 返 り 

９整理運動 

10 片付け 

11 あいさつ 

５タスクゲーム 

・チーム内練習 

６メインゲーム 

・オールコート

ゲーム 

７学習の 

ふり返り 

８整理運動 

９あいさつ 

５タスクゲーム 

・チーム内練習 

６メインゲーム 

・オールコート

ゲーム 

７学習の 

ふり返り 

８整理運動 

９あいさつ 

指
導
の
機
会 

知 ① ② ③ ④      

思    ① ②     

態 ①  ② ③      

評
価
の
重
点 

知 

 

 

 

 

  ①カ   ②カ ④カ ③カ 

思     

① 

観・

カ 

②

観・

カ 

   

態 ①観 ③観 ②観 

 

 

 

     

 ※観：観察、カ：学習カード 

 

 

 

 

 

指導計画のチェックポイント 
①学習指導要領の趣旨やねらいを踏まえた授業展開となっているか。 
②目標、学習のねらいが明確になっているか。 
③目標に準拠した学習活動及び評価規準になっているか。 
④観点別に学習状況評価を行っているか。 
⑤発達の段階を踏まえた系統的な学習内容となっているか。 
⑥学習状況を的確に評価できる多様な評価方法を用いているか。 

各時間の主として評価する観点を表記する。 

主として評価する（できる）のは各時間に１～２つ。 

※本単元では、主体的に学習に取り組む態度の各項目のうち、  

①～⑤（③を除く）を設定したと仮定して表記しています。  

評価の３つの局面 
1．診断的評価…児童の関心・意欲・態度、技能や知識等、特に指導すべき点を判断し、授業

の計画を立てる。 
2．形成的評価…児童の変容を見取り、新たな課題提示や、指導の修正を行う。 
3．総括的評価…目標に対してどの程度まで達成できたかを見取る。←狭義の学習評価 
「指導と評価の一体化」→学習評価を次の指導や支援に積極的に生かし授業改善を行う。 
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８ 本時の展開（５／９時間目） 

（１）本時の目標 

・ボール操作とボールを持たないときの動きによって、簡易化されたゲームをすることが 

できるようにする。                       （知識及び技能） 

・自己やチームの特徴について考え、それにあった作戦を選ぶことができるようにする。  

（思考力、判断力、表現力等） 

・ゲームや練習の中で互いの動きを見合ったり、話し合ったりする際に、仲間の考えや取組 

を認めることができるようにする。          （学びに向かう力、人間性等） 

 

※本時では、思考・判断・表現を主として評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）展開 

主なねらい・学習活動 教師の働きかけ（□評価） 準備物 

１ 集合挨拶 

 

２ 準備運動 

場の準備 

 

 

 

３ ドリルゲーム 

・パスアンドゴー 

・ドリブルシュート 

・シュートゲーム 

 

４ 本時のめあて 

を確認する 

 

 

 

 

５ タスクゲーム 

・チーム内３対２ 

 

 

〇準備物、約束事、チームの確認をする。 

 

〇グループで決められた役割を、協力しながら、安

全に気を付けて準備をするように声をかける。 

〇チームごとに準備体操を行う。手首や指などを重

点的に行うように声をかける。 

 

〇短い時間で集中して活動できるように声をかけ

る。 

〇今までの記録を超えるために、グループで声をか

け合いながら活動するように促す。 

 

 

〇本時のめあてを意識しながら活動することができ

るように声をかける。 

 

 

 

 

〇チームの得意なことや課題について考えながら活

動することができるように声をかける。 

〇前時で考えたチームの特徴に合ったプレーを選ぶ

B l u e t o o t h 

スピーカー 

ビブス 

得点版 

コーン 

マーカーコーン 

ボール 

めあてボード 

 

 

 

 

PC 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の目標（※「本時のめあて」ではないので注意）の文末は「～できるようにする。」と
表記する。 

・目標は３観点表記するが、それら全てを評価することは困難であるので、本時において主
として評価を行う観点を明らかにする。 

・主として評価を行う「本時の目標」と「単元の評価規準」、さらに本時の展開に表記される
「本時のめあて」と「評価項目」の４点の整合が図られていること（同一の内容でリンク
できていること）を確認する。（※重点内容の指導と同時間内に評価を行う場合があるが、
技能や主体的に学習に取り組む態度のように、習得や活用の段階等を踏まえ一定期間を置
くなど、指導と評価の時期をずらして評価を行う場合も考えられる） 

自チームにあった作戦を選び、ゲームで試そう！ 

児童の立場で表記する。 

文末は「～をする。」 

「～考える。」 

「～取り組む。」 

「～振り返る。」等 

本時のめあてを表記する。 

- 10 -



 

６ メインゲーム 

・オールコートゲーム 

 

 

 

 

 

 

 

５ 片付け 

 

６ 学習の 

ふり返り 

 

７ 整理運動 

  挨拶 

ことができるように声をかける。 

 

〇チームの課題に合わせた作戦を選ぶことができる

ように声をかける。 

〇全員の考えを出し合うことができるように作戦ボ

ードに前時の考えを残しておく。 

〇ゲーム中に選んだ作戦を意識することができるよ

うに助言する。 

 

 

 

 

 

〇選んだ作戦がゲームでどのように活きたかを出し

合うことができるようにする。 

 

〇怪我等の有無の確認、健康観察をする。 

 

PC 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習カード 

 

 

 

 

 

自己やチームの特徴に応じた作戦を選んでいる。  
（思考力，判断力，表現力等②）観察・学習カード 

指導者の立場で表記する。 

文末は「～確認する。」 

「～できるようにする。」 

「助言する。」「声をかける。」等 

※「～させる。」ではないので注意 

※必要に応じ、学習カードや技のポイント等の掲示物を添付する。また、配慮を要する児童

に対する具体的な手立て等を表記することも考えられる。 

評価項目を表記する。 
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